



























【方法】対象は健常ボランティア 31 名 (20.16±0.97 歳) 
の 31 眼で、検査眼は右眼を選択した。非散瞳下で眼底カ
メラ nonmyd WX (興和社、東京) を用い、頭位を固定し
た状態で両眼開放下、片眼遮閉下で、画角 45°の眼底写
真を撮影した。被検者毎に、両眼開放下での写真 3 枚、片
眼遮閉下での写真 3 枚、計 6 枚撮影した。 















































1) 板谷正紀: 眼科における光干渉断層計の進歩, 日本レ
ーザー医学会誌, 28: 146-159, 2007. 
2) Abramoff MD, Magelhaes PJ, Ram SJ: Image 
Processing with Image J, Biophotonics International, 
11: 36-42, 2004. 
3) 八代利伸，石井正則，五十嵐眞ら: 眼球反対回旋運動
の解析－健常人及び前庭機能障害例の検討－, 耳展, 39: 
56-63, 1996． 
視神経乳頭辺縁―中心窩角
図 1. 視神経乳頭辺縁−中心窩角の測定法 
視神経乳頭辺縁上の血管を任意で選択、乳頭の輪部との交叉点と中心
窩の両者を直線で結び、その傾きを乳頭辺縁−中心窩角とした。 
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